
  

１．平成23年2月期第１四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無   

   22年3月期期末配当には創業50周年記念配当500円を含んでおります。  

  

３．平成23年2月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年2月28日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 

    

      

  

平成23年2月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成22年8月13日

上場会社名 株式会社レデイ薬局 上場取引所  ＪＱ 

コード番号 3027 ＵＲＬ  http://www.lady-drug.co.jp 

代表者          （役職名） 代表取締役社長 （氏名）三橋 信也 

問合せ先責任者  （役職名） 取締役経営企画室長 （氏名）井谷 義彦 （ＴＥＬ）  089（917）8000 

四半期報告書提出予定日 平成22年8月13日 配当支払開始予定日  － 

四半期決算補足説明資料作成の有無：無     

四半期決算説明会開催の有無      ：無     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年2月期第１四半期  12,273  △4.4  16  △94.6  52  △84.1  △87 －     

22年3月期第１四半期  12,837 －       309 －       331 －       181 －     

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年2月期第１四半期  △4,134  66        －

22年3月期第１四半期  8,535  42        －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年2月期第１四半期  26,069  3,476  13.3  163,543  30

22年3月期  25,069  3,601  14.4  169,388  57

（参考）自己資本 23年2月期第１四半期 3,476百万円 22年3月期 3,601百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年3月期        －  1,000 00      － 1,500 00  2,500  00

23年2月期        －

23年2月期（予想）  1,000 00      － 1,000 00  2,000  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －

通期  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －



４．その他（詳細は、［添付資料］３ページ「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規  － 社    除外  － 社 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：有 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。この四半期決算短信の

開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 当社は平成22年9月1日付で連結子会社である㈱メディコ・二十一を吸収合併することに伴い、当社に連結子会社は

存在しなくなるため、連結業績予想は開示しておりません。また、事業年度の末日（決算期）を3月31日から2月末日

に変更したことに伴い、移行期間である当事業年度は11カ月の変則決算となっております。 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する

  一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、〔添付資料〕２ページ 「連

結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期１Ｑ 21,259株 22年3月期 21,259株

②  期末自己株式数 23年2月期１Ｑ －株 22年3月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期１Ｑ 21,259株 22年3月期１Ｑ 21,259株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日～平成22年６月30日）におけるわが国経済は、緩やかな持ち直し

の動きが見られるものの、依然として厳しい状況が続いております。ドラッグストア業界におきましても、雇用・

所得に底打ちの兆しはあるものの、個人消費は低調に推移しております。また、出店競争及び価格競争も激化して

おり、当社グループの事業エリアにおきましても競合状態は厳しさを増しております。 

 このような状況のもとで当社グループは、「中四国トップドラッグストアに成長する安定的な企業体質への変 

革」を経営方針とし、引き続き店舗オペレーションの効率化に取り組むと共に、お客様満足度の向上を図るプロジ

ェクトを新たに設置する等、中四国で最高の品質とサービスを提供するドラッグストアの創出を目指して取組みを

継続して参りました。 

 当第１四半期連結会計期間における出退店につきましては、当社、連結子会社ともにありません。なお、当第１

四半期連結会計期間末の店舗数は当社98店舗、連結子会社100店舗の合計198店舗となっております。 

 以上の結果、当第１四半期連結会計期間の連結業績は、売上高は12,273,425千円（前年同四半期比95.6％）、営

業利益は16,662千円（同5.4％）、経常利益は52,735千円（同15.9％）、四半期純損失は87,898千円（前年同四半

期は四半期純利益181,454千円）となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、26,069,652千円（前連結会計年度末比1,000,309千円増加）となりま

した。これは主として現金及び預金が535,689千円、その他流動資産が260,994千円増加したことによるもので

す。負債につきましては、22,592,885千円（前連結会計年度末比1,124,574千円増加）となりました。これは主と

して、支払手形及び買掛金が502,962千円、長期借入金が404,898千円増加したことによるものです。純資産につ

きましては3,476,767千円（前連結会計年度末比124,264千円の減少）となりました。これは主として利益剰余金

が119,787千円減少したことによるものです。 

②キャッシュ・フローの状況  

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下資金という。）は、前連結会計年度末に比べ 

555,689千円増加して1,808,790千円となりました。 

 営業活動の結果、獲得した資金は47,665千円（前年同四半期比1,370,504千円の減少）となりました。これは主

として、仕入債務の増加額502,961千円、減損損失111,918千円に対して、法人税等の支払額454,068千円、預け金

の増加額150,234千円となったことによるものです。 

 投資活動の結果、使用した資金は15,641千円（前年同四半期比170,310千円の減少）となりました。これは主と

して、差入保証金の増加による支出33,885千円、有形固定資産の取得による支出28,103千円に対し、貸付金の回

収による収入36,765千円となったことによるものです。 

 財務活動の結果、獲得した資金は523,664千円（前年同四半期は1,015,696千円の使用）となりました。これは

主として、長期借入れによる収入1,300,000千円に対し、長期借入金の返済による支出708,474千円となったこと

によるものです。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当社は平成22年9月1日付で連結子会社である㈱メディコ・二十一を吸収合併することに伴い、当社に連結子会社

は存在しなくなるため、連結業績予想は開示しておりません。なお、第２四半期(累計)及び通期業績予想につきま

しては、平成22年5月14日付にて発表いたしました業績予想に変更はございません。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。なお、平成22年5月14日付発表のとおり、当社の連結子会社である㈱メディコ・二十一

との間で、当社を存続会社とする吸収合併契約を締結しております。（合併期日平成22年9月1日） 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

棚卸資産の評価方法 

 四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し前連結会計年度末に係る実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更 

ⅰ) 重要な資産の評価方法の変更（たな卸資産） 

 連結子会社のたな卸資産の評価方法については、従来、売価還元平均原価法による原価法（貸借対照表価額

は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間から

移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）に変更してお

ります。 

 この変更は、当社との合併に備えた会計処理の統一を目的として当第１四半期連結会計期間に在庫管理シス

テムを導入したことによるものであります。 

 この変更により、従来の方法によった場合に比べて、営業利益及び経常利益はそれぞれ28,088千円減少し、

税金等調整前四半期純損失が同額増加しております。 

ⅱ) 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を

適用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益は、それぞれ3,356千円減少し、税金等調整前四半期純損失は80,714千円

増加しております。  

②表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適 

用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

   

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,988,790 1,453,101

売掛金 529,637 527,469

商品 8,284,589 8,256,524

その他 1,301,855 1,040,860

流動資産合計 12,104,873 11,277,956

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,063,516 3,993,324

土地 4,913,794 4,913,794

その他（純額） 728,524 689,913

有形固定資産合計 9,705,836 9,597,033

無形固定資産 116,706 96,360

投資その他の資産 4,142,236 4,097,993

固定資産合計 13,964,779 13,791,387

資産合計 26,069,652 25,069,343

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,607,314 8,104,352

短期借入金 999,960 1,024,980

1年内返済予定の長期借入金 2,731,775 2,545,148

1年内償還予定の社債 25,000 25,000

未払法人税等 16,870 470,171

賞与引当金 95,323 161,576

その他 1,006,199 758,543

流動負債合計 13,482,443 13,089,772

固定負債   

長期借入金 7,566,809 7,161,911

退職給付引当金 203,596 205,295

役員退職慰労引当金 11,963 29,487

資産除去債務 227,566 －

負ののれん 9,270 9,983

その他 1,091,236 971,860

固定負債合計 9,110,442 8,378,538

負債合計 22,592,885 21,468,311

純資産の部   

株主資本   

資本金 573,141 573,141

資本剰余金 1,294,616 1,294,616

利益剰余金 1,620,090 1,739,878

株主資本合計 3,487,849 3,607,637

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △11,082 △6,605

評価・換算差額等合計 △11,082 △6,605

純資産合計 3,476,767 3,601,031

負債純資産合計 26,069,652 25,069,343



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 12,837,367 12,273,425

売上原価 9,290,698 9,070,631

売上総利益 3,546,668 3,202,794

販売費及び一般管理費 3,237,259 3,186,131

営業利益 309,409 16,662

営業外収益   

受取利息 8,674 8,798

受取賃貸料 64,821 67,161

受取手数料 45,948 59,822

その他 23,503 14,825

営業外収益合計 142,948 150,608

営業外費用   

支払利息 67,645 65,090

賃貸費用 42,780 44,300

その他 10,384 5,143

営業外費用合計 120,810 114,535

経常利益 331,546 52,735

特別損失   

固定資産除却損 3,025 8,154

減損損失 7,355 111,918

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 77,358

その他 486 235

特別損失合計 10,867 197,666

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

320,679 △144,930

法人税、住民税及び事業税 97,110 12,252

法人税等調整額 42,114 △69,284

法人税等合計 139,224 △57,032

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △87,898

四半期純利益又は四半期純損失（△） 181,454 △87,898



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

320,679 △144,930

減価償却費 106,705 108,787

賞与引当金の増減額（△は減少） 32,131 △66,253

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,049 △1,699

前払年金費用の増減額（△は増加） 1,401 △2,560

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,152 △17,523

固定資産受贈益 △8,263 △960

投資有価証券評価損益（△は益） 10 235

受取利息及び受取配当金 △11,159 △10,926

支払利息 67,645 65,090

有形固定資産除却損 3,025 8,154

店舗閉鎖損失 475 －

減損損失 7,355 111,918

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 77,358

売上債権の増減額（△は増加） △26,091 △2,168

未収入金の増減額（△は増加） △13,888 △2,041

たな卸資産の増減額（△は増加） △217,860 △25,226

預け金の増減額（△は増加） △241,048 △150,234

仕入債務の増減額（△は減少） 1,498,127 502,961

その他 15,421 117,139

小計 1,532,771 567,120

利息及び配当金の受取額 2,532 2,560

利息の支払額 △84,061 △67,947

法人税等の支払額 △33,071 △454,068

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,418,170 47,665

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △10,000

定期預金の払戻による収入 － 30,000

有形固定資産の取得による支出 △176,825 △28,103

投資有価証券の取得による支出 △151 △155

貸付金の回収による収入 36,302 36,765

差入保証金の差入による支出 △55,191 △33,885

差入保証金の回収による収入 16,284 14,526

その他 △6,370 △24,789

投資活動によるキャッシュ・フロー △185,951 △15,641

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,390,000 2,212,782

短期借入金の返済による支出 △2,295,020 △2,237,802

長期借入れによる収入 600,000 1,300,000

長期借入金の返済による支出 △684,195 △708,474

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △5,221 △10,951

配当金の支払額 △21,259 △31,888

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,015,696 523,664

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 216,522 555,689

現金及び現金同等物の期首残高 881,398 1,253,101

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,097,920 1,808,790



該当事項はありません。  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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